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10月の酒だる村での「棋のおさんぽ会J，11月の松山城山での「ポレポレ野あ

そびの会Jと，自然に親しんだ秋となりまレ定。

先日， r環境問題とは伺か(富山和子著， P H P親書)Jという本を読みました。

r21世紀は環境の時代。そして 21世紀の資源は水と土」と 30年間言い続けて

きだ著者が，環境問題と言えば多くは汚染問題を思い浮かべるが，それは後から

やってきた「質」の問題であり，おおもとの「量jの問題にまで踏み込む必要が

あるとして，環境問題を足元から見直すことを勧めています。

さらに， r環境の世紀Jであればこそ日本人の出番であると彼女は言います。

大苦から木を植え，土をつくり，水をつくり毎を養ってきた日本人として，私

たちにはやらねばならぬことがあるようです。森ち田もある重信町から発信でき

たらいいですね。
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「秋のおさんぽ会J

1 0月20 E3 (土〉の午後?酒だる村にて「棋のおさんぽ会」を開催しました。

暖かな日射しのもと語だる村のキャンブ揚で「色Jをテーマ!こ遊びましだ。

ゲームの名前は 11苦り色競争J。参加者全員でくじを引き3 「当だり」をひいfこ

人が皐につけているものの中から 3 色を 1つ選ひ;その色と似te色のちのを自然

の中から探してくるというものでしだ。 i関心ところで環レだはすなのにs 克つけ

てくるものは人それぞ、れ遣いました。面自いものですね。

山之内の空気も潜だる村のおだんごもおいしくて，大満足の午後でした。

..e聖..o 必ヲ .o 必汐 必汐 必多 ぷ語~ -e予
埼玉治 相偽 句粕 笥送量 叫み ぺ喜善 当~ 健診喝込

税金さがしのおさんiま会という言葉jこ誘われ9 初めて参加致しました。 澄みき

った空気と碧空の中，お描いのハンカチ袋を下!?、ての君主色さがしにすっかり夢中。

お躍で謹臨見過ごしてしまっている μ詣黙が作り出すいい色円!こだっぷり出会え

まレ足。

シートiこ座つての“そっくりカラー@コンテスト"1d;， 子供{こ戻ってワクワク 3

ドキドキ。おいしいおだんごを食べながらう各局の植物の話を闘いf三りと本当に

楽しし1時間でしだ。拐{本騒の;ゆりドング1)は粟の襟で素朴なおいしさがあり 3 森

からの贈り物を古代人になっ疋気分で食しまレた。

野遊びの楽しさをたっぷり味わった秋の午後でした。ありがとうございましだ。

欲を去えば“おさんぼの距離がもう少しあったら・"という気持ちですが1

ぜいたくな望みでしょうか・ (K.M)

.e..o ..Eヲぷ;， -eヲ.e ..e歩調唱
吟ミみ 均気主語 句協 気込 司選議 略言語 句言語 嚇受診
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ポレポレ野あそびの会に参加して

11月12日(月)，会員のSさん主催で 3 場所は松山城。 Sさん含め会員は5名の

参加でレた。

テーマは， ~棋のグラデーションを作ろう』。城山を登りながら 3 紅葉した葉を

透明なファイルに入れていき，色彩のグラヂーションを作るという趣向です。

葉の色をよく見ると，紅葉のしかたは木の種類によって遣うのはもちろんです

が，同じ木でち枝によって色合いが微妙に異なっていることに気つ、きます。そし

て 1枚の葉の中に，美しい色の変化を見せてくれるちのちあり，自然の造形に

は改めて感l~\させられました。「わぁ，この葉っぱの色いいね。」などと言いなが

ら登っていくと，いつの間にか頂上に到着。それぞれ工夫をこらした自信作を発

表しあいました。どの作品ち，まさにちょっとレた「アート」。甲乙つけがたく，

どれち芸術賞ということになりました。そレて，山にあったものは山に返すとい

うことで，採った葉はまた山にもどして下山しました。下山した頃はちょうどお

昼頃だったのですが，驚いたのはサラリーマンの方尽が次々と登ってこられるこ

と。お昼休みの利用法としては 3 とても素晴らしいと思いませんか。「おとうさ

んたち頑張って」と臼の中でエールを贈りました。

好天にち恵まれ，街の中に残された豊かな自然の営みに触れることができ I~\

あらわれる-8となりました。ポレポレのみなさん，あ、世話になりました。

(E. K) 

******** rポレポレ野a誌をぴぬ会J(;)ご案肉 ******** 
集 合:10時30分県庁横の城山登り口付近

対 象:大人の方(子供用伴でち構いませんが，

プログラムは大人対象です〉

参加費回500円(保蹟料含む)

自 的:自然に親しむこと

自然の中からドキドキをさがすこと

自然の中で，の~んびりすること
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市町村合併に関する住民意向調査について

今年の12舟 3 重信町は「市町村合併は?住民の皆様のご意向を集約し，自主的島

民主的に推進する。Jという基本方針iこ基づいた住民意向調査を実施しまレた。

調査用紙に同封され疋調査協力i衣頼の文書によると，この謂査は，部内在{主の

お議以上の73から地監部 e年齢制などを考慮のよF 人口の約 1割にあ疋る2，300

名を無作為{こ撞出して行われだようです。くらしの学翠去のメンパーおよびメン

J '¥'ーの家族のうち数名i基調査対象iこなりまし疋。ちちろん盟筈は個々の考えに基

ついて記入レまレたが，この会報ではう対象とならなかっrc町民の151こち内容の
一部をこ紹介いだします。

調査ぬ容の要約

間十 し- V あてiままる番告を選

んで 1 く
。

、
草
野
b，1 
1
1
 

項自:①性5U，②年齢③職業岳連動先 e通学先 CID毘住:歴:⑤居荘地区

間2 あなだの運35:i，通学J 翼物う どの主な行き先はどこ o 

〈各項邑ごとに行き 1つ選150

理由:①遇勤先@通学先，②臼常の置物3 ③通末の窮物，④病院などの利用 3

③スポーツ書レクリエーション 3 ⑥生涯学翠 a サークル・文化活動3

⑦音楽@映画・美術鑑麓③自黙に親レむ近距離の行楽

行き先:①重信町1 ②組w市，③北条市?③伊予市3 ⑤)1 1内包⑥n~部町

⑦松前町，③その他(異体制こ)，②行っていなし1
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間3.fE報“し11、の!5¥"や合併特集号などで3 これまで合併に関するi情報を提供

してきましたがヲこ、寄じでしだか? ( 1つにO印〉

1. I鯖報iこはすべて自在還しており，内容ち理解できている。

2. すべてを毘ているわけではないがB ある程度は理解できている。

3 あまり関J~\がない疋め?ほとんど見ていなし 1。概要程度なら理解できて

いる0

4 全く関Is¥がなく，構報ち持ちあわせていなし¥0

間4 今後重信昭の合併Id:!お撃だとp曹、われますか。 けつにOEO)

i すぐにでも~要だと思う。

EE 
2己J¥_/0 

→ 間5へお進みくだ、ざい。

→ 間 5へお進みくだ、さい。

→ 間 7へお、進みください。

2ーし1

3. 不要だと思う"

4 わからないc

5 重信跨が合併する場合jEt3 どの選択肢が還当と患われますか。

什つにO印〉

1 .基本パタ…ンが畏い。(松山市3 北条，霊{言明， 山内町，中患理?〉

2. どちらかと言えば基本パターンが畏い。

3.参考パターンがi畏い。(重富田)111者笥〕

4. どちらかと言えleI'窓会警パターンが畏い。

5，その他の組み合わせが畏い。(重信町と合併しだらよいと語、う市町村を

いくつでも選んでください。〉

ζJ} 



間8 上記 1'"'-'5の選択枝を選ばれた理由は司ですがo (該当項告全てにO印〉

1 行政サービスや公共施設の利用等が広がり 3 利便貯ーが向上する去三めc

2. 専{壬の織員や組織の設霊が弓能となり?行政サーピスの向上が期待でき

るため。

3 開設基盤が強{とされ大型 ェクト等への対j胞が弓能となるためc

4. なるだめ。

5 環境問題や観光振興などj忠誠的な取り組みが苛能と迂るため0

6. 制略行等iこよりま唱のイメージアップにつ設がるため。

勺/ 〉のつながりが強いだめ。
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告

/ 九 し1

414 1. f 

J 

2 

3-

ヰ。今の行政サービスiこ満足してい

5 税謹 a公共料金立と{主民勢担だ増加

1 

6. 行政芭援の拡大jこより地域の遼帯感や控史文句等の紹牲が薄れる弓能

ーァ
ノ
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あなたは今後輩信地区にどのような施設が必要と思われますか。

(2つまでO印〉

問8.

文化会館3. 保健センター2. 児童館

青少年センター6. 揺祉センター5. 生涯学習センター

その他(

4. 

7. 

ご記入ください。合併に関してご意見・ご要望がありまレたら g

〈自由包答〉
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ヲ7~ 二幸之 ζ出ノ交モラ 霊方才定義-c

(A • M) 

拐前年目見 13自〈文}議i1J るnUJコースト記愈霊童を訪ねました。*

oコ-Aトと器、ギワシ守護で f鰻謹っくすい貯iこえjをあbわします。ヒ

トラー重量権下で措ユダヤ人喜容号芳人そ(J)うち 150万人母子供たちが罪も

く韓されました。 1君臨年iこ醸轄しまニ木口コースト言在意童書i立、アンネの:父、

ットー傍フランク誌と鱗撲であった大課教輔炉、アンネ(J)バラと共iこ数々

的資料を譲盤、されたこと iこ鐙悲しま

記議轄でi革、

コーストがどうし

重量最翠では、ユダヤ人を

々か告の王手鞍メッセ-;;も

ーン e フォーク Q 私蕗士重量、部人塁量的諸君iこ

警書く重量くこと

、つらさ品ミ

もこお

と去五つ

y 

アウシュピヴツ

アミン jと恐

特iこ子説的饗を過して r*D

ロコースト寄生喜重HJ1と人

われていたアルミ盟ゅスプ

とき鞠iこ熱いもめが込上ぜて

。時十人的譲華、重ま

いタテ r~主的轍。強

るといいま

いま

も作ら レ

の下には

で fアニー@マ

トf
~< 

ニもってい h ち

さを記重量轄ですが、

る場誇ぜでした。語Il!帯諮ミニ観光もじ

善治

豊富t.i::ど)コンパクトにまとまっていて、事実iこ

譲事jでした。しま主主み海道襲警鐘部おかげで詰

霊語れてみてはいかがで

アンネのバコ

3 

活襲害者豊富 e文学童霊場義主義史料

ショヴピングセンターがあ世

りも可能者距離iこさまりました。

記念錯ゲート



ホロコースト記愈館
記念館全景

広島県福山市御幸釘中主草原866 〒720-0004
TEL&FAX 0849-55・8001
ιMail . hecjpn@urban.ne.jp 
車ームペm ジ:http://www.urban.ne.jp/home/hecjpn/ 

[碍館日】火'7!<'金・土曜日 10: 30-16・30
(休麓S 8 ・月・本曜日‘祝祭自、 8月13日-168.12月27日-1月58)

[入場無料1 (団体は予約が要ります.) 

協力館ホ口コースト教育資料センター
i'160・∞15東京都新宿区大京町28工yパイアコ均7105
TEL:03・5363・4808 FAX:03-5363・4809

E-mail: Holocausl@Tokyo.emaiLne.jp 
トムページ:http://www.ne.jp/a回 hilholocausVtokyo
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。。号ノ
収容所でつくられた人形

収容所で子どもが遊んだ

おもちゃ(レプリ力)

LfHrk 
-1 鋼

ス上記念館 iパ i干

草芦田ii17j毛:gLドー
コβ凶器71:戸支
i fij-Pi 
-!」

JR福山煩から本福壊線機尾駅下車徒歩7分
水中留バス6番乗り場(厚手中行き)
横尾下車徒歩8分
*タヲシーで15分

山賜自動車道 信山東LC下車、東綴方面へ
中国自動車道 東域LC下車、福山方面へ



告昂県議会を情聴して

9舟日愛媛県議会を億総

その日i手間部悦子議員棄損市畏)の一能襲間があ d二3た。えひめ丸衝突事件3

教科書問題3 女性政第jごついてなど@身.8~翼自にわだってお分i立の時間をかけ

て精力的iこ質問をされたc その答弁があまり さすが県議会だけあって少な

からす、迫力を感じた。

権聴席もほぼ満!常遠く土居館{;高山ダム関連L長浜町(学校給食関連〉か

の境目患者七見

質問内容や答弁iま既i乙

しlと号、 ..-/0

知事の答弁が気になっ疋。

県民と

されたのには楚い

再選問

からでない

帯露間の手続きが長引し

のルーjしを守:れJ

などのfi潟両がまろった。

トッ

ここでは全体の感想を述べてみだ

しと自負していると言う一方で，市

ピカメうを持ち込み糾聾すると~ 

3 ノ

は全然なかっ足。と感3情的!こ発言

答弁するがF 開き疋いことが

委員長の京誌を得て

高覧践をさせろJ r民主主義
ち「静かにしろJ rつまみだ

またj 1鷲聴時から テレピカメうや?照職員と語、しき人が一斉にそ

の人iこ向けてシャッターを切るのに 1疋。

阿部議員の再費問中の野安iまひどかっ足。

女性でレかも一人会派の間部議員の孤軍露関ぶりをみて?本当に応援したいと

患った。 (S. K) 
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読み開かせの効用

いつのことだ、ったか、運転していて開くともなく聞いていたラジオから、どこかの

図書館の館長の話だったと患うが、読み開かせの効用についての意見が流れてきた。

iまとんどの部分は忘れてしまったが、特に印象に残る部分があったので、今も心に残

っている。それは次のようなことであったと思う G 自分の子供が字が読めないうちは

読み聞かせする親は結構いるが、字が少し読めるようになると自分で読ませようとす

る親がぐっと増えてくる。こどもが、本を読んでとねだ、つでも、もう字が分かるんだ

から自分で読みなさいと言って読んでやらなくなる親が多いと言うことであった。し

かし、読み開かせの効用はこの時期以障にやることにこそ意味があるのだという。す

なわち字を読み始めた子供は、自分でできるだけ読むようにし向けられると、親に読

んでもらうのを程度の低いごとだと患い、たとえ親がたまに読み聞かせをしてやって

も、自分も字を遣いながら読むようになり、物語全体に対するイメージ化が弱く、内

容把謹も十分にできなくなるのだという。反対に、字が読めるようになっても読み聞

かせの重要さを信じ親が十分にしてやった場合子洪は、聞くことにのみ集中し内容把

握の力がぐ、っと違ってくると言うことであった。

聞いていて、ふと自分自身を振り返ってみると思い当たる節がある。私が子育てを

している時、ちょうど妹が大学の卒論で「読み関かせJについて書いていたので、「読

み聞かせJの大事さは認識しているつもりだった。だから、二人の子供には幼い頃十

分読み聞かせをしてやったつもりだった。にもかかわらず、我が家の恵子はも特に下

の子拡読書を全くしないし、国語的恐ろしく苦手な子供に育ってしまったのこれはど

うしたことか。読み開かせの効用は一体どこにあるのかと常々疑問を感じていたのだ

った。なるほど、確かによく読んでやったのは幼維習のうちで、小学校に入ってから

はまず読み関かせはしていなかったように思う。これだったのだ、そう患った。

子供に関しては、今となってはもう遅いが、今携わっている仕事には何かいいヒン

トを与えてくれるのではないかと患った。自然習得の子供の場合と第二言語習得の外

国人の場合とは違うかもしれないが、内容把握と一口に言っても、読解の内容把握と

聴、解の内容記握とは別個に考えなければいけないと思う。内容把握の能力そのものは

まず聞いて分かることから始まるのは確かなことで、読む力はその土台の上に培われ

るものなのかもしれない。十分な土台があってこそ豊かな読解力が養われるのだろう。

(T • H) 
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レレ座流星群をみまレた

11月17・19B，環境教育関連のフォーラムに参加するだめ，山梨県の清里を訪

れました。私は昨年に続き2度自の訪問でレたが，今年は嬉しし1オマケがありま

した。 18日深夜からの予定外のプログラム「しし座流星群観測会」です。

宿の部屋から毛布を持ち出して， {:本に巻き，ベンチに横になって「ぼ~つ」と

空を見ていたら，あちこちに星が流れました。その美しさに，ただただ，うっと

り・・・ 次々に落ちてくる塁に見とれてしまって，解説は石の耳から左の耳ヘ

通りぬけてゆきました(今思うと残怠。よく閤いておけばよかったなあ)。

でも，天文学が発達し 3 起源がわかっている現代では「きれい !Jと思える流

星ち，詳しし1知識なしに晃たら， r怖いJと患うのかちしれない・・・そんなこ

とを隣りに寝ていだ方と話しました。「知識Jについて考えた観測会でした。(T.8)

Ç'0ミ;?ç:号 ~ç与匂(訟コ匂ヲY';:.;l，¥>> c;o <w Ç2，慢性慾 Q怒鳴ÇS}~珍~~珍

{総会のお知らせ〕

下記の通り， 1月には総会を行います。ぜひ，ご参加ください。

1用21 B (月) 13:30"-' 林さん宅

句、:?B9?包単語句汲む?にB~WÇ9くoC'f} co c;o c;o 

くらしの学習会では，随時会員を募集しております。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/1年

振込口座番号〈郵便局〉 くらしの学習会 (01610・5-21026)

問い合わせ先:電話・ファックス 089-964-6956 

編集後記

今年は棋の短い年でレ疋。でも森にはたくさんの木の実，草の実がみのりまし

たから，動物たちの冬越レは安I~\でしょう。 (T. 8) 
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